
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

クレーエ

ホリック

タナトス

ステーシー

17

幸福

19

煉獄

10
鳥篭の鳥

母の手

希望の笑顔

写真

罪悪感

まだら

閉じ込められている小鳥がかわいそうで。あなたは、籠の中の小鳥を逃がした。今のあなたは、死なない体に閉じ込められた小鳥。いつか誰かが哀れみ、逃がしてくれるだろうか。

暖かな手に抱きしめられる記憶。それがあなたの母だと、はっきり覚えている。顔も名前も思い出せないけれど、その抱擁は確かな記憶。記憶の中の母でなく、本当の母にいつか、抱きしめてほしい。

校舎裏で静かに涙を流す少女を見付けた。自分なんかが話しかけてはいけないと知っていたけれど、そのままにもしておけなくて。しどろもどろな励ましに彼女は笑ってくれた。その笑顔がとても素敵で、それを守りたいと思ったのだ。

仲の良さそうな・・・実際に仲の良い３人が並んでこちらにむけて自然と笑みを浮かべる。カメラのレンズ越しにそれを見ながら、あなたは彼女たちの幸せを心から願っていた。２人がずっと一緒にいられますように。そして、それが叶えば、もしかしたら。自分も彼女への望みを持っていても許されるんじゃないかと思ったのかもしれない。

あの日、シルフィカに真実を伝えたのは自分だ。ルウが、カインとシルフィカが幸せでいるための犠牲になっていると。そのために“先生”がルウを汚しているのだと。しかし、その行為は結局、悲劇を引き起こし、ルウをさらに苦しめただけだった。

あなたはいつだって、ルウのことを思っていた。本当はカインとシルフィカのことなんてただの口実でしかなかった。しかし、立場を利用して迫ってしまった以上、それ以外の関わり方などなかった。それならば、あの場所に成り代わればいい。そう。代わりを用意して、やり直しをすればいい。今までの記憶の欠片は果たして、誰のものだったのか。いや、しかし、あなたは知っている。このメガネは自分のものだ。なかったことにして成り代わるなら今の内。だって、あなた以外は知らないのだから。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1

パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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混群（殺劇）
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発狂状態の未練がある際、攻撃判定+1

バトルパートで、同カウント内に他の姉妹が攻撃対象とした敵に攻撃判定する際、自身の攻撃判定出目＋1、ダメージ＋1してよい。

白兵攻撃マニューバの攻撃判定において、出目＋1してもよい。

攻撃判定、切断判定の出目はすべて+1　バトルパートでの毎ターン終了時および戦闘終了時に任意のパーツを1つ損傷する。この損傷はコストとしては扱わない。

最大行動値＋２

最大行動値＋１

肉弾攻撃１

バトルパート中に損傷した時、宣言することで最大行動値を+2。効果中はこのパーツを修復できない

最大行動値＋１

宝物

肉弾攻撃１

支援１

移動１

白兵2+切断 攻撃判定+1

白兵+1 +転倒

たからもの

次に使うマニューバーコスト-１(最低0)

バトルパートのターン終了時に、このパーツが損傷していたら修復しても良い。

移動１

移動１
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